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子育 て 広場
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「赤ちゃんに絵本を読んで、意味があるのでしょうか？」これは子育てを始めたばかりのお母さ
んやお父さんからよく受ける質問です。言葉の分からない赤ちゃんに絵本を読んであげても、内容
を理解できないのではないかという疑問です。
もちろん、赤ちゃんは読んでもらう絵本の内容を理解するわけではありません。
この時期に絵本を読み聞かせる目的の一つとして、「大人と赤ちゃんが楽しくコミュニケーショ
ンをとる」ということが挙げられます。コミュニケーションの基礎作りは言葉を習得する前から始
まっていて、絵本を通じて赤ちゃんと笑顔のやり取りをすることが大切です。いつもお世話をして
くれるお母さんやお父さんも笑顔で返してくれる。このやり取りに意味があるのです。
子供たちにとっては、絵本の内容そのものよりも、「誰にどんなふうに読んでもらったか」とい
う「幸せな時間」の記憶が残るものです。読み手自身が楽しんで読んでいると、その楽しさが伝わ
ります。そういう意味で、最初はお母さんやお父さんが楽しいと思える絵本から始めることをお勧
めします。
「子供と絵本を楽しむ」という習慣を作っていくことで、一緒に絵本を読んで、
赤ちゃんが喜んで笑顔を返してくれる、何より満たされた気持ちになれるのです。
『子供と一緒に楽しむ、絵本のある幸せな時間を』楽しんでください。
たくさんの素晴らしい絵本がお母さん、お父さんを待っています。
まずは、一冊、手に取って読んでみてください。
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浪江にじいろこども園
元気な子供たち
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夏の日ざしが輝きはじめ、子供たちが楽しみにしていたプール遊びがいよいよスタートしまし
た。元気いっぱい勢いよく水の中に入っていく子もいれば、顔に水がかかるだけで泣き出してしま
いそうな顔をする子もいましたが、遊んでいるうちにみんな笑顔に変わり、水しぶきと子供たちの
はしゃぐ声が園いっぱいにはじけていました。水は、子供の心を開放してくれるようです。

　浪江にじいろこども園は、水遊びやプール
遊びの楽しさを伝え、水に触れる気持ちよさ
と面白さを存分に感じられるような水遊びを
目指しています。水が苦手なお友達もみんな
と一緒に遊ぶこの機会に、大好きになってく
れればいいなあと願っています。
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